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東区の検討資料 

１ 歴史 

２ 学級数と児童生徒数の推移 

３ 施設整備の状況 

４ 小規模校と大規模校の小中学校と配置図 

５ 再編案 

 （１）山の下小学校，竹尾小学校を対象とした再編案 

   ①配置図 

②山の下小学校，竹尾小学校と近隣小学校の児童数の推移 

   ③山の下小学校，竹尾小学校の再編案 

 （２）大形小学校，東山の下小学校，牡丹山小学校の再編案 

   ①配置図 

②大形小学校，東山の下小学校，牡丹山小学校の児童数の推移 

   ③再編案 
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１ 歴史 

  明治３４年には沼垂町，松ヶ崎浜村，大形村，石山村があったが，大正３

年に沼垂町が，昭和１８年に大形村と石山村が，昭和２９年に松ヶ崎浜村が

新潟市に合併した。 

明治後期に新潟鉄工所ができ，車両の製造など開始し，大正，昭和初期に

かけて多くの工場が建設され，工業の町として発展した。 

２ 学級数と児童生徒数の推移 

上段：学級 下段：人数 網掛け：適正規模校 

中学校 平成15年度 平成21年度 平成27年度 小学校 平成15年度 平成21年度 平成27年度 

東新潟 １９ １８ １７ （沼垂） １７ １３ １５ 

    （中央区） ４７８ ３７１ ４２４ 

    （笹口） １４ １２ １４ 

 ７０３ ６４０ ６１２ （中央区） ３７９ ３３２ ４０２ 

    木戸 ２０ １９ １４ 

     ６４９ ５３３ ４０１ 

山の下 １４ １３ １４ 山の下 １２ ９ ８ 

     ３０５ ２２０ ２１８ 

 ５０６ ４７０ ４８５ 桃山 ２１ ２３ ２１ 

     ６６０ ７４８ ６７３ 

大形 １２ １２ １４ 大形 ２６ ２９ ３１ 

 ４２６ ３８４ ４９６  ８３６ ９６１ １，００９ 

石山 １７ １６ １５ 中野山 ２６ ２１ １９ 

     ８８４ ６６９ ５８５ 

 ６３３ ６０１ ５５６ 江南 １７ １５ １５ 

     ４８９ ４６２ ４７５ 

藤見 １５ １３ １２ 東山の下 ２８ ２６ ２８ 

 ５０６ ４５１ ４３４  ９１６ ８７５ ９４７ 

木戸 １６ １６ １５ 牡丹山 ２５ ２５ ２５ 

     ８１７ ８１２ ８５３ 

 ５９１ ５８１ ５３８ 竹尾 １２ １２ １１ 

     ３６９ ３６８ ２７５ 

東石山 １６ １６ １４ 東中野山 １９ １９ １７ 

     ６２２ ５３５ ４７１ 

 ６０３ ５７７ ５０４ 南中野山 １９ １７ １６ 

     ５３８ ４８５ ４８１ 

下山 １１ １１ １１ 下山 ２５ ２４ ２１ 

 ３８０ ３７４ ３７３  ８０２ ７６３ ６５６ 

合計 

８校 

１２０ 

４,３４８ 

１１５ 

４,０７８ 

１１２ 

３,９９８ 

合計 

１２校 

２５０ 

７,８８７ 

２３９ 

７,４３１ 

２２６ 

７,０４４ 

＊合計は中央区にある小学校を除く。 
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３ 施設整備の状況（平成１７年度以降，適正規模校を除く） 

   

学 校 年 度 内  容 

なし   

 

４ 小規模校と大規模校の小中学校と配置図 

小学校 
複式学級 6学級 7～11学級 25～30学級 ３１学級以上 

なし なし 山の下小学校 
竹尾小学校 

東山の下小学校 

牡丹山小学校 
大形小学校 

 
中学校 

複式学級 3～5学級 6～8学級 19～30学級 31学級以上 
なし 
 

なし なし なし なし 

 

   

  検討対象校学校配置図 

 

      

  
 
 
 
 

大形小学校 

東山の下小学校 

牡丹山小学校 

山の下小学校

竹尾小学校 
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５ 再編案 （平成２７年度推計の学級数，児童生徒数による） 
（１）山の下小学校，竹尾小学校を対象とした再編案 
 ① 配置図 

 
 

     
   

中学校 小学校 
（山の下中学校） 山の下小学校 （桃山小学校） 
（石山中学校） （中野山小学校）（江南小学校） 
（木戸中学校） 牡丹山小学校 竹尾小学校 

                       （  ）は適正規模校 
 
  ②山の下小学校，竹尾小学校と近隣小学校の児童数の推移 
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山の下小

 
    

桃山小学校 

中野山小学校 

江南小学校 

木戸小学校 

牡丹山小学校 

山の下小学校

竹尾小学校 
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 ③ 山の下小学校，竹尾小学校の再編案 
検討校 案 統合の候補校 統合後 中学校 

１ 木戸小  14(401)    
19  

（619） 

山の下 

・東新潟 山の下小 

8（218） 
２ 桃山小  21(673)    

27  

（891） 

山の下   

・山の下 

３ 江南小  15(475)    
23  

（750） 
木戸・石山 

４ 牡丹山小25(853） 
33  

（1,128） 
木戸・木戸 

５ 中野山小19(585)    
26  

（860） 
木戸・石山 

 

 

竹尾小 

11（275） 

６ 木戸小  14(401)    
22  

（676） 

木戸 

・東新潟 

     
 
    案１ 山の下小学校と木戸小学校との統合で１９学級の適正規模校と 
       なる。 
 
    案２ 同一中学校区の山の下小学校と桃山小学校との統合では２７学 

  級の大規模校となる。 
    
    案３ 竹尾小学校と，江南小学校との統合で２３学級の適正規模校と

なる。 
 
    案４ 同一中学校区の竹尾小学校と牡丹山小学校との統合で３３学級 

  の大規模校となる。 
 

    案５ 竹尾小学校と中野山小学校との統合では２６学級の大規模校と 
       なる。 
 
    案６ 竹尾小学校と竹尾小学校を分離した木戸小学校との統合で２２ 

学級の適正規模校となる。 
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（２）大形小学校，東山の下小学校，牡丹山小学校の再編案 
 ①配置図 
   

       
   
②大形小学校，東山の下小学校，牡丹山小学校の児童数の推移 
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この３校は隣接しており，いずれも２５学級以上の大規模校である。

この地域に１校新設し，３校それぞれの通学区域を分離し，適正化

を図ることが考えられる。 
 

  
 
 
 

 

東山の下小学校 

牡丹山小学校 
大形小学校 
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③ 再編案 
   ア 児童数について 

平成27年度の状況 
３校の

児童数 

大形小学校 

31学級（1,009人） 

東山の下小学校 

28学級（ 947人） 

牡丹山小学校 

25学級（ 853人） 

 

 

2,809 

人 

 
イ 課題 
・今後の児童数の伸び。  
・分離についての地域の総意。 
・新設校の用地確保。 
・進学する中学校区の調整。 

 
 
ウ 再編例 

     大形小学校，東山の下小学校，牡丹山小学校３校の中心に小学校を 
新設する場合を想定 

    明確な道路・河川で区切る 
      ・現大形小学校区のうち通船川以北及び通船川以西 
      ・現東山の下小学校区のうち通船川橋延長道路以東 
      ・現牡丹山小学校区のうち県道新潟新発田村上線以北 

        
  
 
 

1校新設し4校に 

する場合 

1校平均約 ７００人 

大形小 
牡丹山小

東山の下小

新設小 
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〔現状〕 

平成27年度の状況 

３校の

児童数 

大形小学校 

31学級（1,009人） 

東山の下小学校 

28学級（ 947人） 

牡丹山小学校 

25学級（ 853人） 

 

 

2,809 

人 

 
 
 新設小学校の中学校区と中学校の学校規模（平成 27年度推計） 

 
現 状 

藤見中学校を

校区とする 
大形中学校を

校区とする 
木戸中学校を

校区とする 

藤見中学校 
１２  

（４３４） 
１８  

（６５６） 
９  

（３２７） 
９  

（３２７） 

大形中学校 
１４  

（４９６） 
９  

（３０９） 
１７  

（６３８） 
９  

（３０９） 

木戸中学校 
１５  

（５３８） 
１５  

（５０３） 
１５  

（５０３） 
２２  

（８３２） 
 
   藤見中学校を進学先にする場合 
    ・３校とも適正規模校であるが，藤見中学校が適正規模の上限に，大 
     形中学校が適正規模の下限になる。 
     

大形中学校を進学先にする場合 
    ・３校とも適正規模校になるが藤見中学校が適正規模の下限になる。 
        

木戸中学校を進学先にする場合 
   ・木戸中学校が大規模校になる。 
    ・藤見中学校と大形中学校は適正規模の下限になる。 
     

     〔再編後〕 

大形小学校   20学級（657人） 

 

東山の下小学校 23学級（705人） 

 

牡丹山小学校  22学級（712人） 

 

新設小学校   23学級（735人） 


